




研究目的 

乳児が生得的に有する行動状態は,母親に対するシグナルとしての機能をもち,乳児期初期

の母子相互作用に関与する要因のひとつと考えられる。特に啼泣は母親を自分のほうに引

き寄せるシグナルとして,また覚醒は引き寄せた母親との接近を維持するシグナルとして

の役割をはたしている。 

乳児の行動状態間の継起は発達するにつれて変化すると考えられるが,本研究では啼泣と

覚醒との連続性に注目し,「啼泣と覚醒は次第に連続性を増し,母子相互作用の形成により

効果的な機能を発揮するようになる」との仮説をもうけ,早期産児と満期産新生児の啼泣と

覚醒との移行関係を検討した。 


